
　「水飲み鳥」をご存知ですか？小さなフラスコ型の胴体に液体が入っている鳥が、
前に置かれたコップの水を振り子のように胴体を揺らしながら飲み続けるという
おもちゃです。いったん動き始めるとなかなか止まらないため、一見して永久機関の
ように思われますが、果たしてそうなのでしょうか？
　まず構造はとてもシンプルです。２つの球形の容器がガラス管でつながっており、内部には
気化しやすい液体（ジクロロメタン）が封入されています。そして上側の容器は浸透性のある
フェルトで包まれています。
　そして以下のように動作します。

・・・ということを繰り返します。

　さてこれは永久機関なのでしょうか？残念ながら答えはNOです。理由は２つあります。

1. フェルト部分の水を蒸発させるために周囲から熱エネルギーの供給が必要なこと。

2. フェルトを濡らすためにコップなどへの水の補給が必要なこと。

　でも、このような「永久機関的」なしくみを考えることも楽しいことですね。
 

❺ 液体が下側に戻ったことで重心が下がり、鳥は元の直立状態に戻るが、この直前にクチバシ部分が水に
触れるように水の入ったコップを置いておけば、再び上側の容器を包むフェルトが濡れた状態になる。

❶ 上側の容器を包んでいるフェルト
を水で濡らしておくと、水が蒸発す
る気化熱により上側の容器の温度
が下がり、ここにある気体が凝集
することで内部の圧力が下がる。

❷ 相対的に下側の容器の温度が高
い状態となり、液体が気化すること
で容器内の圧力が上昇するため液
体を押し上げる。

❸ 液体が上側の容器に流れ込むこと
で重心が上がり、鳥は前方へ傾く。

❹ 下側の容器のガラス管の先端が液
面から出た瞬間に下側の気体が上
側に流れ込み、逆に上側の液体が
下側に流れ落ち、両側の気体の圧
力は等しくなる。

「水飲み鳥」は永久機関？
Is "Drinking Bird" a perpetual motion machine?
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